














いじめ解消に向けた　継続的な支援・指導

ア　いじめを受けた児童またはその保護者に対する支援

イ　いじめを行った児童等に対する指導またはその保護者に対する助言

ウ　保護者と情報を共有し、保護者の理解・協力を得る。

エ　学校内での様子について実態の経過観察を注意深く行う。

オ　教育を受ける権利を保障するよう学習指導に配慮する。

カ　いじめが解消したあとも引き続き注意深く見守り、児童の心のケアに努める。

♦学年部共有

♦生徒指導主任

♦校長・教頭・教務主任・養護教諭等

生徒指導対策委員会実施

♦事実確認

♦協働体制の確立

♦対応方針の決定・共通理解

いじめ対応フロー図　　　　　　　菊川市立小笠南小学校

♦いじめの現場を発見

♦日常の観察（「サイン」や「変化」）

♦本人や保護者からの訴え

♦児童・保護者からの情報等

発見いじめの疑い・通報・発見

報告・共有・組織体制

情報収集
担任・生徒指導主任等複数の職

員で対応

聞き取る内容

♦日時

♦事案の内容

♦被害者、加害者氏名

♦いじめの状況（いじめの事実

の有無、いじめの態様、加害児

童・周囲の児童・保護者の状

況、いじめの発端、いじめ発覚

のきっかけ 等)

メンバー

校長・教頭・教務主任・生徒指導主

任・養護教諭・該当担任・必要に応じ

てSCやSSW

保護者

教育委員会

警察

医療機関

いじめの解消とは

♦いじめに係る行為が止まっている 少なくても３か月を目安をする。

♦該当児童が心身の苦痛を生じていない。被害児童及び保護者と面談を実施する。


